
私たちの手で支えあいの地域をつくる

▽問い合わせ　高齢者支援係（☎２２３局３５３６）　

芦屋町のシニアは頑張っています！
老人クラブ全国大会での表彰の報告
　芦屋町老人クラブ連合会会長の古長撓男さんと浜口町の老人
クラブ会長の草野浩洋さんが、老人クラブの全国大会で表彰を
受けた報告に、波多野町長を表敬訪問されました。老人クラブ
活動に精励されている二人は、「小さな町での取組が全国で評
価され誇らしい。体が動く間はまだまだ頑張りたい」と力強く
話していました。波多野町長からは「日頃から地道な活動に取
り組まれている皆さんの活動の成果であり素晴らしい。生涯現
役で頑張っていただきたい」と激励の言葉が贈られました。

新規会員の獲得に向けた
鶴松会の取組
　浜口町の老人クラブ鶴松会は、現在、54
人の会員を抱える町の老人クラブの中でも大
規模なクラブですが、平成 26年度に草野さ
んが会長に就任されたときは、今よりも会員
が少なかったといいます。
　会長の草野さんは、「戸別訪問などで未加
入者への勧誘を行ってきた。家に閉じこもっ
ていてはもったいない。みんなで集まって、
健康のための体操などを行っているが、入っ
てよかったという声を聞くことが多くうれし
い」と話していました。
　また、草野さんの熱意に感化された会員の
皆さんも、友人や知り合いを熱心に勧誘され
ているということで、みんなで盛り上げてい
こうという空気が広がっているということで
す。全国で 154 団体、県内では 15団体のみ
に贈られた今回の表彰は、こうした会員増強
運動の成果を認められてのことです。

鶴松会（浜口町）の皆さん

左から古長撓男さん、波多野町長、草野浩洋さん

鶴松会の皆さんの声
　鶴松会が主体となって開催している浜口町の地域交流サ
ロンで、皆さんの声を聞いてきました。
Ｑ老人クラブに入ったきっかけを教えてください。
Ａ�草野さんや皆さんに熱心に誘われて一度来てみたら、思
いのほか楽しくてクラブに加入しました。
Ｑ老人クラブに入ってよかったことを教えてください。
Ａ�外出する機会が減っていたが、老人クラブに加入したこ
とで定期的に外出するきっかけにもなっている。

Ａ�地域で顔だけは知っていた人と老人クラブで知り合うこと
ができた。人との会話がこんなに楽しいとは思わなかった。
Ａ�家で一人の時は体を動かすことも少ないので集まって体
操をできるのが楽しい。
Ｑ�まだ老人クラブに入っていない人へのアドバイスをお願
いします。
Ａ�興味があったら思い切って一度行ってみると良い。
Ａ�一人で行きづらいときは誰かに連れて行ってもらうとか
知り合いと一緒に行くと良い。
Ａ�高齢になると友人を作る機会も少なくなる。老人クラブ
に入って知り合いを増やすことから始めてみては。

老人クラブに興味を持たれたら…
　芦屋町には、16 の老人クラブがあり、それぞれの地域
で健康、友愛、奉仕のための活動に取り組んでいます。老
人クラブという名前ですが、入会資格はおおむね 60歳以
上で若い人も活躍しています。興味を持った人は、高齢者
支援係まで問い合わせてください。
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